
応募区域

1 応募 平井　秀昌 62 男 農業

昭和６０年～平成２４年９月
平成２４年１０月～
令和元年６月～

令和２年６月～
令和４年８月～

民間企業に勤務、週末は農業に従事
退職後、専業農家として農業に従事
久喜市農業委員会農地利用最適化推進委
員（２期目）
埼玉みずほ農業協同組合理事
羽生領島中領排水路土地改良区総代

自己所有農地８７ａ 令和元年７月から農地利用最
適化推進委員として現在２期
目。引続き、栗橋２地区におい
て遊休農地の発生防止・解消
に向けた活動、担い手への農
地集積・集約化の推進活動等、
少しでも地域の役に立てればと
思い、応募した。

栗橋２ - - - - - - - - -

2 応募 石井　勝巳 62 男 無職

令和５年３月 一般財団法人東日本小型自動車競走会
定年退職

１０年前より水稲１ｈａ、畑２０ａ 遊休農地の発生防止・解消に
向けた活動をしていきたいと思
います。

菖蒲９ - - - - - - - - -

3 推薦 齋藤　貞夫 58 男 自営業

歯科技工士として３０年
自宅の農業を１０年

水稲の作付け７０ａ 齋藤氏は以前より農地を貸した
い人を農地の借り手に紹介す
るということを行っており、遊休
農地の減少化に努めている。
また、農林業センサスの調査員
としても協力している。このた
め、農地利用最適化推進委員
として推薦します。

鷲宮１
川羽田　昇
川羽田　稔

川羽田　義美

71
79
71

男
男
男

農業
農業
農業

- - - - -

4 応募 石井　松江 58 女 農業

農業を４０年しております
米作りです

米を作付けしております
家族のみで耕作しております

現在、農地利用最適化推進委
員として１期目の活動中。引き
続き農地パトロールや遊休農
地の発生防止、解消に向けた
現場活動、担い手への農地集
積集約化の推進活動、新規就
農の支援活動をしていきたいと
思います。

菖蒲１０ - - - - - - - - -

5 応募 篠原　幸吉 72 男 農業

国家公務員（全国勤務）４０年
会社員　１７年
農地利用最適化推進委員　９年

畑４０ａ
さつまいも　１,０００Kg
かぼちゃ　２,０００個
トラクター２台、耕運機５台所有

高齢化による農業従事困難者
の増加、担い手が興味を示さな
い地区等農業環境が厳しくなる
状況を踏まえ３０ｈａ以上の耕
作により農業経営が成り立つ
様、出し手探し、農業機械を効
率的に使用できる様、畦（あぜ）
の撤去等の改善に尽力した
い。

栗橋４ - - - - - - - - -

6 応募 橋本　賢治 62 男 団体職員

昭和６２年８月
平成　５年４月
令和　５年４月
令和　５年８月

栗橋町農協入職
埼玉みずほ農協（合併）
嘱託職員として現在勤務中
久喜市農業委員会農地利用最適化推進委
員

団体職員として地元ＪＡに勤務しな
がら、家族とともに水稲２００ａ・畑１
０ａの作業に従事しています。

農家の高齢化、後継者不足、
耕作放棄地の増加等課題があ
る中で、松永地区でも以前は２
０件近い農家がありましたが、
今では４件しかありません。約
２年間、農地利用最適化推進
委員として活動してきて改めて
現状を再認識しました。地域が
抱える問題について一つでも協
力し良い方向に向かって行って
欲しいのと今までの経験を活か
し、農業委員と連携し地域の
為、いち担い手としても活動し
て行きたいと思い応募いたしま
した。

栗橋１ - - - - - - - - -

被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
推薦
応募
の別

氏名 年齢 性別 職業 経歴
構成員の資格、

要件等
農業経営の状況 推薦・応募の理由 応募区域 氏名 年齢 構成員数性別 職業 名称

代表者又は
管理者の氏名

活動の目的



応募区域被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
推薦
応募
の別

氏名 年齢 性別 職業 経歴
構成員の資格、

要件等
農業経営の状況 推薦・応募の理由 応募区域 氏名 年齢 構成員数性別 職業 名称

代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

7 応募 飯田　実 70 男 農業

平成２９年から３期目
令和元年年から２期目
令和４年から１期目

ＪＡ総代
小林・栢間土地改良区総代
農地利用最適化推進委員

水稲のみ１８０ａ 農業委員と共に遊休農地の有
効活用に努めたいと思います。

菖蒲６ - - - - - - - - -

8 推薦 岩崎　正 66 男 農業

杉戸農業高校卒業
ＪＡ総代（現）
農業委員会協力員経験あり

田６０ａ
畑４０ａ

候補者は、兼業農家として会社
員をしながら野菜を中心に農業
に従事してきました。遊休農地
や不耕作地の解消に熱心に取
り組み農地利用最適化推進委
員として適任と思い推薦しま
す。

菖蒲８ - - - - 菖蒲第２４地区 深谷　英治 住みやすい地域に 155人
菖蒲第２４地区

区長

9 応募 森田　清 77 男 農業

２０１１年９月末退社にて農業に専念（水稲
栽培を主に梨栽培を少し）。現在は、水稲栽
培のみを行っています。
小林・栢間土地改良区総代在任中。

現在は、水稲約２２０aで就農中。畑
は自家消費分のわずかな栽培中。

現在、農地利用最適化推進委
員として１期目の活動中。引き
続き農地パトロールや遊休農
地の発生防止、解消に向けた
現場活動、担い手への農地集
積・集約化の推進活動、新規就
農の支援活動をしていきたい。 菖蒲１１ - - - - - - - - -

10 応募 眞田　嘉雄 75 男 農業

昭和４２年４月～昭和６２年３月
昭和６２年４月～平成８年３月
平成８年４月～平成２９年６月
令和２年４月～
令和７年１月

国鉄、家族で農業
ＪＲ東日本、家族で農業
ＪＲグループ会社出向
久喜７２区（所久喜）区長
農林業センサス調査員

水稲４０ａ
野菜他１０ａ

今年農林業センサスで農家を
調査した所、高齢の為離農した
方が多く、営農したくても農業
機械や肥料の高騰でやってい
けないなどの意見が多く、耕作
放棄地や農道や用水路の荒廃
が懸念される。小規模農家の
支援の一助となり、適正な維持
管理を望み、今回推進委員に
応募した。

久喜３ - - - - - - - - -

11 応募 阿部　文雄 74 男 農業

昭和４４年～平成２６年
平成２７年～
平成２８年～

令和２年４月～令和４年３月
令和３年６月～

令和４年７月～

令和７年１月９日～３月７日

会社勤務兼家族による農業に従事
専業農家
多面的支払交付金による農地維持活動
「六万部裏方農振会会員」
久喜第６６区区長
久喜市所久喜・六万部地区農地中間管理事
業に協力員として参画
久喜市農業委員会農地利用最適化推進委
員
２０２５年農林業センサスの調査員

水稲８０ａ
野菜１０ａ（直売所）

現在、久喜市農業委員会農地
利用最適化推進委員一期目の
３年間が立とうとしているが、農
業の担い手は耕作者が増える
までもなく、高齢化が進んでい
る。また、久喜市所久喜・六万
部地区中間管理事業に協力員
として参画し、ついに令和７年４
月から事業が始動することに
なった。今後１０年先を見据え
て地域農業の適正な維持管理
に推進委員として取り組みたい
と思い応募した。

久喜２ - - - - - - - - -

12 応募 小川　勝 81 男 農業

農地利用最適化推進委員３期 稲作１．６ｈａ 推進委員３期の経験を生かし
地域農業の振興と耕作放棄地
の解消に努めます。

栗橋３ - - - - - - - - -

13 応募 早川　富夫 66 男 無職

除堀土地改良水利組合筆頭会計 田１,２４８㎡　畑１７８㎡　耕作 遊休農地が多くなってきている
ため、解消に向けて活動してい
きたい。

久喜６ - - - - - - - - -
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14 応募 尾野　洋子 46 女 農業

令和４年より菖蒲５にて農地利用最適化推
進委員として活動

就農９年目。主に梨８５ａ水稲１５０ａ
を作付し家族経営で生産、販売。特
産の梨に関してはＳ－ＧＡＰを取得
し、自家直売やオンライン、久喜市
のふるさと納税に登録。また、女性
グループのみで結成する梨の技術
を高め合う勉強会も開催し活動中。

前期令和４年より農地利用最
適化推進委員として女性ならで
はの視点で地域と関わってきま
した。現状が少しずつ把握でき
てきた中で微力ながらもう少し
地域の改善や見守りに尽力し
たいと思い応募させていただき
ました。

菖蒲５ - - - - - - - - -

15 応募 山野井　一夫 67 男 農業

昭和５７年～令和２年
平成２４年～

会社勤務
父が亡くなったため、会社勤務しながら農業
を行い、現在に至る。
会社退職後は、農協に勤務（令和３年～令
和６年・非常勤）しながら農業を続けた。
現在は、久喜市シルバー人材センターにて
派遣労働会員として働きながら農業を行って
いる。
現在、農地利用最適化推進委員１期目。

稲作１２,０００㎡
機械等は全て自家用

現在、農地利用最適化推進委
員（１期目）ですが、この３年間
地元農業従事者の農地の利用
状況や遊休農地の実態を見て
きました。
これからも地域の農業の為、引
き続き頑張っていきたい気持ち
から応募しました。

栗橋５ - - - - - - - - -

16 推薦 岸　俊行 45 男 農業

平成１４年３月
平成１４年４月

東京農業大学経済食料情報学科卒業
農業に従事。主に田、胡瓜、梨の栽培を手
掛け現在に至る。

水田１１,２３３㎡
きゅうり２,１６５㎡
梨３,４７５㎡

東京農業大学を卒業後速やか
に農業に従事し今まで真剣に
取り組んでいます。長い間培っ
た経験を活かし地域農業の発
展のため、農業委員と連携し貢
献できる推進委員にふさわしい
人材です。

菖蒲７
長谷川　秀之
長谷川　勲
原　義雄

69
73
56

男
男
男

農業
農業
農業

- - - - -

18 応募 野本　謙一 74 男 農業

平成１４年
平成１４年
平成１４年
令和元年

民間企業退職
埼玉みずほ農協理事（３年）
外野自治会会長（６年）
農地利用最適化推進委員（６年）

昭和４４年～　米作中心の経営（父
親中心とした農業）
平成２４年～　米作中心の経営（退
職後専念）
令和４年～　野菜作りのみ（水田住
宅開発により売却）

推進委員の欠員もあり、経験を
生かし引き続き推進委員をや
る事に決めました。

鷲宮６ - - - - - - - - -

19 応募 平林　勝博 73 男 無職

昭和４９年３月
昭和４９年４月～平成２４年２月
平成２４年３月～平成２８年２月
平成２８年２月末日
平成２８年１月～

平成２８年７月～現在
現在

早稲田大学理工学部機械工業科卒業
オルガノ（株）勤務
オルガノプラントサービス（株）勤務
同上会社退社
アグリテクノ平林（株）設立、代表取締役社長
就任　大規模農業の専任者を目標として始
動する
農地利用最適化推進委員（３期）
久喜市水道事業運営審議会委員３期目
久喜市下水道・農業集落排水事業運営審議
会（副会長）（３期目）

家庭菜園程度 久喜市内の農地は有効利用され
ているとは思えず、全国的な農業
問題の典型があるように思えた。
過去１６年間、素人ではあったが、
農業従事を過去経験し、何とかし
なければならない、との思いで
いっぱいである。
問題点とは、今までずっと言われ
てきているが、
１.農業継承者が減ってきている。
若者はやりたがらない。従事者の
高齢化。
２.耕作放棄地が増えている。
３.農業はもうからない、が定説。し
たがって１、２が台頭。
４.農産物の販売ルートが農協、地
元直販に限られている。付加価値
を付けてブランド化的な販売が販
売価格を押し上げられるのではな
いか。
等であり、何とかしなければ久喜
市はもとより、日本全体の農業は
衰退していくのではないかと危惧
している。
そこで、小生は大規模農業をめざ
し、且つ、儲かる農業とはどういう
ものか、を探求するために、一時
法人を立ち上げた。
今回、農地利用最適化推進委員
への参画が、小生の会社設立の
目的と合致すると考え、さらに市
を挙げて取り組む問題を共同で解
決可能とみて応募した。

久喜１～７ - - - - - - - - -



応募区域被推薦者／応募者 推薦者（個人） 推薦者（法人・団体）

№
推薦
応募
の別

氏名 年齢 性別 職業 経歴
構成員の資格、

要件等
農業経営の状況 推薦・応募の理由 応募区域 氏名 年齢 構成員数性別 職業 名称

代表者又は
管理者の氏名

活動の目的

20 応募 遠藤　正幸 66 男 農業

令和元年～現在 農地利用最適化推進委員2期 米、野菜、花（自己所有農地１.６ha） 一生産農家として刻々と変化す
る世界経済の中、日本の農業
のあるべき姿を日々模索してお
ります。その中で、農業に携
わって４５年の体験を生かして
先ずは地域農業の推進の一助
になればと応募いたしました。

栗橋６ - - - - - - - - -

21 応募 折原　貞夫 77 男 農業

昭和４５年３月
昭和４７年３月
昭和４７年４月

平成２０年３月
現職時

平成１２年

平成２５年～現在

令和元年～３年

東京教育大学農学部卒
東京教育大学大学院修士課程修了
東京都公立学校高校教諭（理科・生物・化学
担当）になる　鷺宮高校、本所高校、足立高
校、竹早高校など経歴
定年退職　その後再任用３年
海外派遣教諭　アメリカ、ニュージーランドに
勤務
父の死亡に伴い教員の勤務の傍ら長男のた
め家業の農業を継承し現在に至る
久喜市教育委員会理科支援員、本樹塾教師
南彩農協理事

一昨年までは稲作約１町、野菜類、
果樹を２反
現在は高齢のため稲作をやめて保
全管理
一部は貸農園またはサツマイモ、サ
トイモなど畑作中心に栽培し、出荷
しています

私の住む地区は久喜駅東口に
近く、かつては水利の便も良く
稲作が盛んでしたが、都市化
が進み、また、農業後継者が少
なくなり、農業を守ろうとする人
が少ない現状です。今後、農業
地域を有効に活用し、地域の
環境をどう守っていくか考えさ
せられます。
私の地域の担当の農業委員さ
んから農地利用最適化推進委
員への応募を進められました。

久喜７ - - - - - - - - -

22 応募 渡辺　祥克 46 男 農業

令和元年～現在
令和２年
令和７年

農地利用最適化推進委員（2期）
農林業センサス調査員
農林業センサス調査員

果樹（梨）幸水、豊水、彩玉など２.５
ｈａ経営

現在２期目。引き続き農地パト
ロール、新規就農支援、担い手
の農地集積、集約、地域支援
に役立てればと思い応募しまし
た。 鷲宮２ - - - - - - - - -

23 応募 矢野　学 52 男 農業

埼玉県立杉戸農業高等学校卒業
（株）ダイエー入社
（株）ローソン入社
現在就農２３年目
久喜市商工会総代
鷲宮保育園保護者会長
鷲宮西中学校ＰＴＡ会長
鷲宮西中学校ＰＴＡ顧問
埼玉県ＰＴＡ連合会埼葛地区副会長
鷲宮商工会青年部部長
埼玉県立杉戸農業高校ＰＴＡ会長
農業委員
農地利用最適化推進委員
民生委員・児童委員（主任児童委員）

水稲５００a
日本梨９０a
いちご８a
その他３０a

・新規就農者、担い手の経営等
の相談に応じ、農地集約に繋
げ経営拡大、遊休農地の縮小
を行っていきたい。
・将来の担い手が一人でも多く
なるよう、小学校、中学校、高
校生、大学校生等の現場実習
の受け入れ、農業経営につい
て講義等を行っている。
・自身の農業経営についても農
業委員会を通じて、地域の連
携を行いたい。

鷲宮３ - - - - - - - - -

24 応募 芝﨑　千皓 30 女 会社員

令和６年 就農 野菜２０ａ
直売所やオンライン販売

近年、久喜市でも農業の高齢
化、担い手の減少や耕作放棄
地の増加が懸念されておりま
す。
農地パトロールや問題解消に
向けた現場活動、新規就農者
の支援活動など地域のため活
動していきたいと思い応募しま
した。

鷲宮５ - - - - - - - - -

25 応募 吉田　茂 70 男 農業

平成３０年
令和３年・４年
現在

高校卒業後、苺、米、梨を作付け
２７才の時、父が亡くなり、その後米と梨だけ
にして中村水道に勤めるようになり、５８才で
辞めて米と梨づくりに専念する
南彩農協総代（３期）
久喜梨組合組合長
埼玉県果実連合会副会長

水稲１３０ａ
梨２３ａ

毎日のようにテレビで米の価格
のニュースが報道されていま
す。これから先、遊休農地が減
り農地が農地として活用される
よう活動と我が太田袋地区に
若い３０代の農業青年が２人就
農しています。これからも温かく
見守り、そして新規就農者が生
まれるよう支援活動していきた
い。

久喜５ - - - - - - - - -
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26 応募 長谷川　恭兵 43 男 農業

現在就農２２年目 梨　約１町１反
ぶどう　約０.８ａ
苺　約１反
米　３町

長年、地域の農業に携わり、そ
の発展に貢献したいと思ってい
ます。
近年、地域では高齢化が進
み、後継者不足の深刻化、遊
休農地も増加しています。
農地利用最適化推進委員とし
て私は以下のことを実現したい
と考えています。
・新規参入者や将来を担う若い
世代の育成
・遊休農地の活用
・地域農業発展に貢献
農地利用最適化推進委員とし
て地域の農業の発展のために
頑張りたいと思います。

菖蒲３ - - - - - - - - -

27 応募 野口　秀美 74 男 農業

久喜市役所入所　農業委員会等に従事
江面本田５１区区長
久喜南中学校　学校運営委員
農業従事約２０年

水稲約５０ａ　その他野菜の作付け 江面地区の農家も高齢化・後
継者不足・機械化導入の遅れ・
小規模農家等、多くの課題が
山積しており、年々遊休農地が
拡大しております。
農地の集約化・共同作業化な
ど農業の活性化に向け地域の
農家と共に活動をしていきた
い。

久喜４ - - - - - - - - -

28 応募 飛高　達 42 男 会社員

最終学歴　東京工科大学院　応用生物学専
攻

会社員をしているため専業として農
業に関わっているわけではありませ
ん。知人の農業の手伝いとして、
米、梨、苺の栽培に関わっていま
す。

地域のために自分ができる事
があればと思い応募しました。

鷲宮４ - - - - - - - - -

29 応募 伊藤　克美 72 男 農業

令和４年～現在

小林栢間土地改良区9年間（退任）
元荒川土地改良区新入１年目
農地利用最適化推進委員１期

米作農家約１ha 令和４年から農地利用最適化
推進委員になり、１期目が終わ
り、今季から2期目に入るときで
す。昨今、農業従事者が高齢
になり、遊休農地が増えている
状態です。なるべく遊休農地を
増やさないよう発生防止に努め
ていきたいと思っています。

菖蒲２ - - - - - - - - -

30 推薦 髙塚　正史 57 男 農業

平成２０年
平成２９年～

就農
農協総代

苺１５ａ
水稲２８０ａ

被推薦人の髙塚氏は就農して
今まで真面目に真剣に取り組
んでおり、性格も人として優れ
ています。地域農業の発展とこ
れからを見据える事のできる人
材だと思い農地利用最適化推
進委員として推薦します。

菖蒲１
市原　功樹
長谷川　勲
押田　英行

58
73
54

男
男
男

農業
農業
農業

- - - - -

31 応募 関根　健太 43 男 農業

会社員　５年
農業　 １５年

苺約１２ａ
水稲約４０ａ

就農して１５年が経ち、高齢化
や後継者不足が年々進んでい
る状況を感じ、将来の農業に危
機感を感じ地域の農業につい
て考えるようになりました。未来
を担える後継者、農地利用に
ついて考えていきたいと思って
います。

菖蒲４ - - - - - - - - -


